
日
本
人
に
一
番
多
い
黒
い

瞳
。
で
も
世
界
中
に
は
色
々

な
瞳
の
色
を
持
っ
た
人
達
が

い
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
多

く
の
色
が
存
在
す
る
の
で
し
ょ

う
。瞳

の
色
の
違
い
の
１
つ
は

メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
量
が
関
係

し
、
多
い
と
黒
っ
ぽ
く
、
少

な
い
と
薄
い
色
に
な
り
、
緑

色
や
青
色
の
瞳
は
北
欧
な
ど

日
照
時
間
の
短
い
国
に
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
も
う
１
つ
は

遺
伝
子
の
組
み
合
わ
せ
で
も

変
化
し
ま
す
。

瞳
の
色
を
構
成
す
る
色
素
は

「
ブ
ラ
ウ
ン
」
「
イ
エ
ロ
ー
」

「
ブ
ル
ー
」
に
分
類
さ
れ
、

各
色
の
混
合
率
が
瞳
の
色
を

決
定
し
ま
す
。
主
な
色
は
、

・
ブ
ラ
ウ
ン
（
濃
褐
色
）

・
ヘ
ー
ゼ
ル
（
淡
褐
色
）

・
ア
ン
バ
ー
（
琥
珀
色
）

・
グ
リ
ー
ン
（
緑
色
）

・
グ
レ
ー
（
灰
色
）

・
ブ
ル
ー
（
青
色
）

・
オ
ッ
ド
ア
イ
（
虹
彩
異
色

症
）

こ
の
他
に
、
先
天
性
白
皮
症

（
ア
ル
ビ
ノ
）
に
よ
る
赤
色

や
紫
色
も
稀
に
あ
り
ま
す
。

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瞳
の

色
の
特
徴
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

【
ブ
ラ
ウ
ン
・
濃
褐
色
】

人
類
の
虹
彩

の
中
で
最
も
多

い
色
で
、
中
で

も
ダ
ー
ク
ブ
ラ

ウ
ン
は
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
に

多
く
見
ら
れ
、
日
本
人
の
大

半
は
ブ
ラ
ウ
ン
に
属
し
ま
す
。

【
ヘ
ー
ゼ
ル
・
淡
褐
色
】

ヘ
ー
ゼ
ル
と

は
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ

ツ
が
由
来
で
ラ

イ
ト
ブ
ラ
ウ
ン

と
ダ
ー
ク
グ
リ
ー

ン
の
中
間
色
で

す
。
米
国
や
欧
州
に
多
く
日

本
で
も
稀
に
九
州
地
方
で
見

ら
れ
ま
す
。
太
陽
光
の
下
で

は
複
数
の
色
に
変
化
し
て
見

え
ま
す
。

【
ア
ン
バ
ー
・
琥
珀
色
】

ア
ン
バ
ー
は
イ
エ
ロ
ー
、

ゴ
ー
ル
ド
の
他
、

小
豆
色
や
銅
色

が
混
ざ
っ
た
色

の
瞳
で
、
通
称

「
狼
の
目
」
と

呼
ば
れ
、
光
に

よ
り
金
色
に
輝
く
為
、
金
眼

と
も
言
い
ま
す
。

【
グ
リ
ー
ン
・
緑
色
】

緑
の
瞳
は
非

常
に
珍
し
く
、

世
界
人
口
の
２

％
程
し
か
居
な

い
と
言
わ
れ
大

半
は
北
欧
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
に
於
い
て
は
人
口
の
９

割
が
グ
リ
ー
ン
か
ブ
ル
ー
の

瞳
を
持
っ
て
い
ま
す
。

【
グ
レ
ー
・
灰
色
】

グ
レ
ー
は
メ

ラ
ニ
ン
色
素
の

割
合
が
多
い
事

に
よ
り
形
成
さ

れ
る
色
で
ロ
シ

ア
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
国

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

瞳
の
人
は
色
素
が
少
な
い
為
、

肌
は
白
く
毛
髪
は
ブ
ロ
ン
ド

や
赤
毛
の
人
が
非
常
に
多
く

居
ま
す
。

【
ブ
ル
ー
・
青
色
】

ブ
ル
ー
は
遺
伝

的
に
劣
性
で
、
遺

伝
子
が
メ
ラ
ニ
ン

色
素
を
極
端
に
減

ら
し
て
い
る
為
に

形
成
さ
れ
る
色
で

す
。
こ
の
色
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
一
般
的
で
、
中
東
に
も

見
ら
れ
ま
す
。

【
オ
ッ
ド
ア
イ
（
虹
彩
異
色

症
）
】

オ
ッ
ド
ア
イ
は

左
右
の
瞳
の
色
が

異
な
る
症
状
で
、

ヒ
ト
で
は
極
め
て

稀
で
あ
り
、
問
題

の
な
い
先
天
性
遺

伝
子
疾
患
の
他
、

ケ
ガ
が
原
因
の
視

力
障
害
で
も
発
生

し
ま
す
。

ま
た
、
学
術
的
に
は
分
類

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
見

た
目
が
「
ア
ー
ス
（
地
球
）
」

に
見
え
る
事
か
ら
「
ア
ー
ス

ア
イ
」
と
呼
ば
れ

る
瞳
が
あ
り
ま
す
。

主
に
「
ヘ
ー
ゼ
ル
」

の
色
の
組
み
合
わ

せ
で
出
来
る
パ
タ
ー

ン
が
多
く
、
と
て

も
キ
レ
イ
な
瞳
の
１
つ
で
す
。

こ
の
様
に
世
界
に
は
様
々

な
瞳
の
色
が
あ
り
、
１
つ
と

し
て
同
じ
カ
ラ
ー
は
無
く
、

そ
れ
が
個
性
の
証
で
も
あ
り

ま
す
。
今
は
カ
ラ
ー
コ
ン
タ

ク
ト
で
瞳
の
色
を
簡
単
に
変

え
ら
れ
ま
す
が
、
自
分
の
瞳

の
色
を
「
大
切
な
個
性
」
と

捉
え
て
見
直
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

第64号(2019夏号)

眼
と
メ
ガ
ネ
の
健
康
情
報

皆
さ
ん
『
相
貌
心
理
学
』
っ

て
ご
存
知
で
す
か
？

1937
年
に

フ
ラ
ン
ス
の
精
神
科
医
が
創
設

し
、
同
国
で
は
広
く
認
知
さ
れ

て
い
る
学
問
で
す
。
全
世
界
に

15
人
し
か
い
な
い
相
貌
心
理
学

の
教
授
の
一
人
が
、
日
本
人
で

す
。
そ
の
先
生
に
よ
る
と
顔
の

輪
郭
や
目
、
鼻
、
口
な
ど
の
パ
ー

ツ
の
形
か
ら
、
そ
の
人
の
性
格

が
読
み
取
れ
る
そ
う
で
す
。
例

え
ば
『
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
タ
イ

プ
か
否
か
』
『
思
っ
た
事
は
隠

さ
ず
正
直
に
話
す
タ
イ
プ
か
隠

す
タ
イ
プ
か
』
『
聴
覚
、
嗅
覚

が
敏
感
な
タ
イ
プ
か
』
『
理
論

的
に
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
得

意
か
苦
手
か
』
な
ど
が
分
か
る

そ
う
で
す
。
資
料
を
鏡
の
中
の

自
分
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、

結
構
合
っ
て
い
ま
し
た
。

初
対
面
の
時
、
何
と
な
く
そ

の
人
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
事
が

出
来
ま
す
が
、
そ
れ
は
過
去
の

経
験
か
ら
学
ん
だ
事
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
学
問
と
し
て
成

立
し
て
い
た
事
に
驚
き
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
調
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

鴨
居
店

Ｋ


